
府

令

平成™›年›月�日 金曜日 (号外特第˜š号)官 報
〇
内
閣
府
令
第
三
十
一
号

内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
及
び
内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五

号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
内
閣
府
本
府
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

内
閣
府
本
府
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

内
閣
府
本
府
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
内
閣
府
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
見
出
し
中
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、「
及
び
調
査
官
」
を
削
り
、
同
条
第
一
項
中
「
並
び
に
」
を

「
及
び
」
に
改
め
、「
及
び
調
査
官
そ
れ
ぞ
れ
一
人
」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

５

企
画
官
の
定
数
は
、
併
任
の
者
を
除
き
、
一
人
と
す
る
。

第
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
調
査
官
）

第
一
条
の
二

総
務
課
に
、
調
査
官
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

調
査
官
は
、
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

３

調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
総
務
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
専
門
的
事
項
の
調
査
、
企
画
及
び
立
案
を
行
う
。

第
六
条
の
見
出
し
中
「
企
画
官
」
の
下
に
「
及
び
調
査
官
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
企
画
官
」
の
下
に
「
及
び

調
査
官
そ
れ
ぞ
れ
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

調
査
官
は
、
命
を
受
け
て
、
公
文
書
管
理
課
の
所
掌
事
務
の
う
ち
専
門
的
事
項
の
調
査
、企
画
及
び
立
案
を
行
う
。

第
八
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
防
災
通
信
官
」
を
「
防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
官
」
に
改
め
、
同
条
第
四

項
中
「
防
災
通
信
官
」
を
「
防
災
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
官
」
に
、「
関
す
る
通
信
」
を
「
関
す
る
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
」

に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
二
項
第
一
号
中
「
、
教
育
及
び
文
化
の
振
興
、
医
療
の
確
保
、
保
健
衛
生
及
び
社
会
福
祉
の
向
上
、
水

道
及
び
工
業
用
水
道
の
整
備
並
び
に
廃
棄
物
の
処
理
（
以
下
本
条
に
お
い
て
「
教
育
及
び
文
化
の
振
興
等
」
と
い
う
。）

に
関
す
る
こ
と
」
を
「
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
関
す
る
こ
と
」
に
改
め
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

教
育
及
び
文
化
の
振
興

ロ

福
祉
の
増
進
及
び
医
療
の
確
保

ハ

環
境
の
保
全

ニ

水
道
及
び
工
業
用
水
道
の
整
備

第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
中
「
、
教
育
及
び
文
化
の
振
興
等
に
関
す
る
こ
と
」
を
「
、
教
育
及
び
文
化
の
振
興
、
医

療
の
確
保
、
保
健
衛
生
及
び
社
会
福
祉
の
向
上
、
水
道
及
び
工
業
用
水
道
の
整
備
並
び
に
廃
棄
物
の
処
理
（
以
下
本
条

に
お
い
て
「
教
育
及
び
文
化
の
振
興
等
」
と
い
う
。）」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
内
閣
府
令
第
三
十
二
号

内
閣
府
本
府
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
五
号
）
第
三
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
沖
縄
総
合

事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
四
月
六
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
内
閣
府
令

沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
内
閣
府
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
を
削
り
、
第
九
条
を
第
十
条
と
し
、
第
八
条
の
見
出
し
を「（
総
務
調
整
官
及
び
証
券
取
引
等
監
視
官
）」に
改

め
、
同
条
第
一
項
中
「
財
務
部
に
、」の
下
に
「
総
務
調
整
官
（
関
係
の
あ
る
他
の
職
を
占
め
る
者
を
も
っ
て
充
て
ら
れ

る
も
の
と
す
る
。）及
び
」
を
加
え
、「
一
人
」
を
「
そ
れ
ぞ
れ
一
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同

条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
、
同
条
を
第
九
条
と
す
る
。

２

総
務
調
整
官
は
、
命
を
受
け
て
、
財
務
部
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
重
要
事
項
の
企
画
及
び
立
案
に
参
画
し
、
並
び

に
財
務
部
の
所
掌
事
務
の
一
部
を
整
理
す
る
。

第
七
条
の
二
を
第
八
条
と
す
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
公
園
・
ま
ち
づ
く
り
調
整
官
」
の
下
に
「
、
適
正
業
務
指
導
官
」
を
加

え
、
同
条
第
五
項
中
「
港
湾
空
港
建
設
課
」
を
「
港
湾
建
設
課
」
に
改
め
、「
空
港
整
備
課
」
の
下
に
「
、
港
湾
空
港
防

災
・
危
機
管
理
課
」
を
加
え
、
同
条
中
第
十
二
項
を
第
十
三
項
と
し
、
第
八
項
か
ら
第
十
一
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り

下
げ
、
同
条
第
七
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

８

適
正
業
務
指
導
官
は
、
部
並
び
に
北
部
ダ
ム
事
務
所
、
北
部
ダ
ム
統
合
管
理
事
務
所
、
南
部
国
道
事
務
所
、
北
部

国
道
事
務
所
、
那
覇
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
、
平
良
港
湾
事
務
所
、
石
垣
港
湾
事
務
所
及
び
国
営
沖
縄
記
念
公
園

事
務
所
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
部
等
」
と
い
う
。）の
事
務
に
係
る
法
令
等
の
遵
守
に
関
す
る
事
務
そ
の
他
の
部

等
の
事
務
の
運
営
の
指
導
及
び
改
善
に
関
す
る
事
務
を
整
理
す
る
。

第
二
十
八
条
の
見
出
し
を「（
経
済
調
査
室
並
び
に
調
査
官
、
上
席
調
査
官
及
び
財
務
広
報
相
談
専
門
官
）」に
改
め
、

同
条
第
一
項
中
「
及
び
上
席
調
査
官
一
人
」
を
「
、
上
席
調
査
官
一
人
及
び
財
務
広
報
相
談
専
門
官
五
人
以
内
」
に
改

め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
一
条
第
三
号
」
を
「
第
二
十
一
条
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

財
務
広
報
相
談
専
門
官
は
、
命
を
受
け
て
、
第
二
十
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
事
務
を
分
掌
す
る
。

二

一
部
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
、
同
項

第
四
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
、
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る
額
及
び
同
項
第
七

号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
か
ら
同
項
第
八
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額

２

一
部
改
正
法
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
平
成
二
十
四
年
度
に
お
い
て
国
が
納
付
市
町
村
に
対
し
て
負
担
す
る
額

は
、
各
納
付
市
町
村
に
つ
き
、平
成
二
十
四
年
度
に
お
け
る
第
一
号
に
掲
げ
る
額
の
百
分
の
三
十
二
に
相
当
す
る
額
、

第
二
号
に
掲
げ
る
額
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
と
す
る
。

一

新
算
定
政
令
第
二
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
額

二

一
部
改
正
法
附
則
第
三
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
、
同
項

第
四
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
同
項
第
五
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額
、
同
項
第
六
号
に
掲
げ
る
額
及
び
同
項
第
七

号
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
か
ら
同
項
第
八
号
に
掲
げ
る
額
を
控
除
し
た
額

三

平
成
二
十
二
年
度
の
実
績
医
療
費
拠
出
金
の
額
と
そ
の
額
に
係
る
調
整
金
額
と
の
合
計
額
か
ら
当
該
合
計
額
に

退
職
被
保
険
者
等
所
属
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
控
除
し
た
額
の
百
分
の
三
十
四
に
相
当
す
る
額

第
三
条

前
条
第
一
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
お
い
て
国
が
市
町
村
に
対
し
て
負
担
す
る
額
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
平
成
二
十
四
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
五
年
度
」
と
、
同
項
第
二

号
中
「
附
則
第
三
条
第
一
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
部
改
正
法
附
則

第
三
条
第
一
項
第
二
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

２

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
平
成
二
十
五
年
度
に
お
い
て
国
が
納
付
市
町
村
に
対
し
て
負
担
す
る
額
に
つ
い
て
準
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
中
「
平
成
二
十
四
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
五
年
度
」
と
、
同
項
第
二

号
中
「
附
則
第
三
条
第
一
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
附
則
第
四
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
一
部
改
正
法
附
則

第
三
条
第
一
項
第
二
号
」
と
、
同
項
第
三
号
中
「
平
成
二
十
二
年
度
」
と
あ
る
の
は
「
平
成
二
十
三
年
度
」
と
読
み

替
え
る
も
の
と
す
る
。

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

˜ 
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